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(1) 現状と課題                                
周囲の関係者や地域住民がケアラー支援について理解を深め、支援の必要性

に気付き、適切な支援につなげるためには、社会的認知度を向上させることが極

めて重要とされています※。 
 

また、ケアラー自身が悩みや負担を相談し、支援を求めることができることへ

の理解も必要となります。 
 

道による実態調査の結果、ケアラー支援の認知度は十分高いとはいえないこ

とが明らかとなっており、「家族が介護することは当たり前」といった意識を持

つ人も少なくない中、支援が必要であっても対外的に相談できず、悩みや負担を

抱え込んでしまうことが懸念されています。 
 

こうしたことから、ケアラーに関する道民の認知度を高め、適切な理解の促進

を図っていく普及啓発の取組が重要となります。 
 

※ 厚生労働省・文部科学省「ヤングケアラーの支援に向けた福祉・介護・医療・

教育の連携プロジェクトチーム報告」 
 

(2) 基本的な考え方（メッセージの方向性）                   
ケアラー支援は、家族介護の考え方や受け止め方は様々であり、絆の深まりや

世代間の交流といったプラス面もある※という認識を前提に、過度な負担を負っ

たり、自分らしい暮らしを送ることができなくなる場合がある点を課題として

いるものです。 
 

普及啓発に当たっては、この認識に立ち、家族介護が単に望ましくない、一律

に解消されるべき問題であるといった価値観に基づくメッセージとならないよ

う留意する必要があります。 
 

※ 日本看護協会出版会「家族看護学－理論と実践」 
 

(3) 道による具体的取組                            
① 啓発資材の主題（メインコピー） 

ポスター等の主題は、ケアラー個々の負担感や課題感は様々であることを

念頭に、ケアラーの存在や立場などを道民が広く認知し、理解を深めていくこ

とで、社会からの孤立を防ぎ、当事者とその家族が安心して暮らすことのでき

る環境づくりにつなげるため、次のメッセージを主題と位置付けています。 
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５ ケアラーを支援するための具体的取組  

【推進項目ⅰ】普及啓発の促進 
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② 啓発資材の種類と内容（ポスター、ステッカー） 

道では、ケアラー支援の認知度を向上させるとともに、条例の施行を周知し、

支援が必要な場合の相談先を併せて掲載した啓発資材を作成しました。 
 

この啓発資材は、掲示スペースなどを考慮して、ポスター・リーフレット・

ステッカーの３種類とし、市町村や関係機関、医療機関、学校のほか、道と包

括連携協定を結ぶ企業等との協働により、コンビニエンスストアなどにも広

く配布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15㎝ 

10㎝ 

ステッカー  

 

ポスター（ケアラー全般用） 

 

 

ポスター（ヤングケアラー用） 
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③ 啓発資材の種類と内容（リーフレット） 

 

 

リーフレット（表） 

 

 

リーフレット（裏） 
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④ ホームページやSNSを活用した情報発信 

道のホームページでは、条例本文や基本的施策に関連する事業のほか、実態

調査の結果、有識者会議の開催状況など、ケアラー支援に関する取組状況を一

体的に掲載することで、普及啓発を一層促進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   また、道庁のツイッターやブログ、知事のフェイスブックなどのSNSに加え、

「広報紙ほっかいどう」など、様々な媒体を用いたケアラー支援の周知に引き続

き努めていきます。 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/khf/keara_shien.html  

@PrefHokkaido  
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⑤ シンポジウムの開催 

普及啓発が効果的に図られるためには、道による情報発信に限らず、ケアラ

ー支援に携わる関係者や地域住民が広く集い、主体的に理解を深めることが

できる参加型のシンポジウムやフォーラムを開催することが有効です。 
 

道では、条例制定前の令和３年に初めてケアラー支援を主題の一つとした

シンポジウムを開催したところであり、今後とも、こうした取組を通じて、普

及啓発を一層推進していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑥ 道と包括連携協定を結ぶ企業等との協働 

普及啓発は、道民にとって身近な場所で行うことが最も効果的であるため、

民間協働の枠組みを活用し、企業等の理解と協力を得ながら、今後とも普及啓

発の取組に努めていきます。 

 

 

令和３年度に開催したシンポジウム 


